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令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
大
型

連
休
が
明
け
た
５
月
８
日
に
、
よ
う
や
く
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」へ
の
転
換
期
と
な
り
、人
々

の
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
戻
り
つ

つ
あ
る
な
か
で
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
も
徐
々
に

再
開
さ
れ
、
観
光
地
で
は
国
内
外
の
観
光
客

が
訪
れ
、
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影

響
や
為
替
相
場
の
円
安
に
よ
り
、
生
活
必
需

品
や
電
気
料
金
、
燃
料
等
の
値
上
げ
が
度
重

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
消
費
者
の
節
約
志
向
は

高
ま
り
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
は
冷
え
込
み
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
酪
農
の
生
産
現
場
で
は
、
粗
飼
料
・

穀
物
の
高
騰
、
海
上
運
賃
の
増
嵩
、
円
安
等

に
よ
り
飼
料
代
金
の
値
上
げ
が
続
き
、
生
産

コ
ス
ト
増
大
に
よ
る
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
収
束
は
先
が
見
え
ず
、
世
界
的

な
穀
物
需
給
の
混
乱
は
今
後
も
飼
料
価
格
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

国
の
政
策
と
し
て
、
配
合
飼
料
価
格
安
定

基
金
の
発
動
基
準
を
特
例
的
に
緩
和
し
、
補

て
ん
金
を
交
付
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、
県

単
位
で
は
飼
料
高
騰
対
策
な
ど
が
打
ち
出
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
生
産
コ
ス
ト
増
嵩
分
を

全
て
カ
バ
ー
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
生
産

者
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
過
去
最
多
の
26
道

県
、
84
事
例
発
生
し
、
約
1
，
7
7
1
万
羽

が
殺
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
鶏
卵
需
給
が

逼
迫
し
ま
し
た
。
豚
熱
に
つ
い
て
は
、
５
県
、

９
事
例
発
生
し
、
約
7
・
5
万
頭
が
殺
処
分

さ
れ
る
な
ど
、
農
場
に
お
け
る
飼
養
衛
生
管

理
基
準
の
徹
底
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
5
年
度
、

畜
産
酪
農
部
は
、
補
完
的
な
生
産
に
よ
り
数

量
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド

の
販
促
強
化
等
、
有
利
販
売
の
仕
組
み
を
維

持
強
化
し
、
農
家
所
得
の
確
保
を
目
指
し
て

生
産
基
盤
の
維
持
が
図
れ
る
よ
う
、
次
に
掲

げ
る
具
体
策
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

１
．
生
産
基
盤
維
持
と
販
売
数
量
の
確
保

⑴
受
精
卵
移
植
頭
数
の
拡
大
に
よ
る
Ｅ＊
１

Ｔ
和

牛
子
牛
確
保

⑵
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
の
Ｅ＊
２

Ｂ
Ｌ
自
主
検

査
結
果
公
表
に
よ
る
市
場
活
性
化

⑶
緊
急
対
策
事
業
の
周
知
お
よ
び
県
行
政
と

の
協
議

⑷
搾
乳
頭
数
の
確
保
と
乳
質
改
善
対
策

⑸
県
本
部
奨
励
施
策
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の

維
持
確
保

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
強
化
と
生
産

性
向
上
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大

⑴
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
畜
産
品
の
県
内
外
で
の

販
売
促
進
強
化
お
よ
び
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
販
売
会
社
と

の
販
売
取
り
組
み
強
化

⑵
関
係
機
関
・
関
連
会
社
と
連
携
し
た
乳
質

改
善
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
全
戸
巡
回
の

実
施

⑶
生
産
性
向
上
巡
回
の
継
続
実
施
お
よ
び
販

売
促
進
の
取
り
組
み
強
化

⑷
畜
産
・
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
理
解
醸
成
運

動
の
継
続
的
な
取
り
組
み

⑸
Ｅ
Ｔ
和
牛
子
牛
の
生
産
と
販
売
推
進
に
よ

る
副
収
入
の
確
保

３
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
充
実
と
経
営

の
安
定

⑴
三
岳
牧
場
：
安
定
的
な
子
牛
供
給
、
預
託

頭
数
の
維
持
拡
大
、
Ｅ
Ｔ
事
業
の
推
進

⑵
八
ヶ
岳
牧
場
：
生
産
性
向
上
に
よ
る
生
乳

出
荷
量
の
確
保
、
搾
乳
頭
数
維
持
に
よ
る

信
州
産
生
乳
の
確
保

⑶
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繫
殖
セ
ン
タ
ー
：
繁
殖
成
績
向

上
に
よ
る
販
売
子
豚
頭
数
の
確
保
と
優
良

子
豚
の
産
出

4
．
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化

⑴
営
農
技
術
員
の
資
質
向
上
に
よ
る
セ
ン

タ
ー
機
能
強
化

⑵
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
運
営
体
制

の
継
続
協
議

5
．
県
内
食
肉
処
理
施
設
に
関
す
る
協
議

⑴
食
肉
処
理
施
設
の
代
替
候
補
地
に
関
す
る

県
行
政
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
協
議

⑵
食
肉
流
通
体
制
の
整
備

畜
産
酪
農
部
の
取
組
み

畜産酪農部

街頭での畜産・酪農の理解情勢運動

＊
１
Ｅ
Ｔ
＝
受
精
卵
移
植

＊
２
Ｅ
Ｂ
Ｌ
＝
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
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Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ　

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
は
、

2
0
2
2
年
7
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
利
用
で
き

る
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
給
油
を
実
現
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。
リ
リ
ー
ス
か

ら
２
０
２
３
年
３
月
末
時
点
ま
で
に
全
国
で

４
０
０
万
人
も
の
お
客
様
に
登
録
・
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
の
際
は
設
定
画
面
で
給

油
量
・
油
種
・
支
払
方
法
の
設
定
が
必
要
で

し
た
が
、
同
ア
プ
リ
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
か

ざ
す
だ
け
で
給
油
か
ら
支
払
ま
で
の
設
定
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
す

ぐ
に
給
油
を
開
始
で
き
ま
す
。

ま
た
、
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
や

お
知
ら
せ
の
配
信
、
Ｔ
ポ
イ

ン
ト
・
楽
天
ポ
イ
ン
ト
・
ｄ

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
連
携
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
非
接
触
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク

の
回
避
、
利
用
履
歴
の
確
認
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
登
録
費
・

年
会
費
は
一
切
か
か
ら
な
い
た
め
多
く
の
お

客
様
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
登
録
方
法
は
と
て
も
簡
単
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
手
順
に

沿
っ
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
だ
け
で
登
録
完
了
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
ア
プ
リ
の
付
帯
機
能
で
あ
る
モ

バ
イ
ル
Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
は
、
ア
プ
リ
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
紐
づ
け
る
こ
と
で
決
済
が

で
き
ま
す
。
登
録
方
法
は
、
既
に
お
持
ち
の

Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
の
情
報
を
紐
づ
け
る
複
製
登

録
と
、
ア
プ
リ
に
直
接
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

情
報
を
登
録
す
る
新
規
発
行
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
を
お
持
ち
の
お
客
様
は
ご
自

身
の
操
作
の
み
で
登
録
が
完
了
で
き
ま
す
。

Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
を
お
持
ち
で
な
い
お
客
様
は

Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

2
0
2
3
年
8
月
よ
り
、
長
野
県
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
で
は

登
録
さ
れ
た
お
客
様
に
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
で
利
用

で
き
る
値
引
き
ク
ー
ポ
ン
を
配
信
い
た
し
ま

す
（
※
一
部
の
S
S
で
は
配
信
が
な
い
た
め
、

店
頭
に
て
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

さ
ら
に
、
2
0
2
4
年
３
月
ま
で
の
間
に
モ

バ
イ
ル
Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
を
新
規
登
録
さ
れ
た

お
客
様
に
は
エ
ネ
ゴ
リ
く
ん
ト
イ
レ
ッ
ト

ロ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
を
よ
り
お
得
に
便
利
に
利
用
す
る
た

め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
は
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ　

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
の
さ
ら
な
る
普
及
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
共

に
、
石
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
J
A
で
ん
き
に
よ

る
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

生
活
部
燃
料・ホ
ームエ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
み

〜
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ　

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
の
推
進
〜

生活部

登録手順

ＥＮＥＯＳ　ＳＳアプリのアイコン
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
課
が
運
営
す
る
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
お
届
け
便
」
は
、

組
合
員
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に

2
0
2
1
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

現
在
、約
1
，7
0
0
名（
県
内
1
，0
0
0
名
、

県
外
7
0
0
名
）
の
組
合
員
・
一
般
の
皆
様

が
会
員
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

取
扱
商
品
は
、
原
材

料
に
こ
だ
わ
っ
た
「
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」「
長

野
県
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
」、
共
同
購
入
商

品
「
永
滝
食
品　

か
り

ん
と
う
・
お
せ
ん
べ
い
」、

信
州
産
果
物
等
が
中
心

で
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん

県
外
か
ら
も
多
く
の
ご

注
文
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

4
月
に
は
長
野
県
限

定
販
売
の
「
ホ
ー
ム
ラ

ン
軒　

信
州
み
そ
仕
立

て　

み
そ
ラ
ー
メ
ン
」

が
人
気
ブ
ロ
ガ
ー
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
記
事
で

紹
介
さ
れ
、「
ら

く
Ｊ
Ａ
ん
お
届

け
便
」
サ
イ
ト

で
は
一
日
で

3
0
0
ケ
ー
ス

の
注
文
が
あ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
「
エ
ー
コ
ー
プ　

な

す
漬
け
の
素
」「
き
ゅ
う
り
漬
け
の
素
」
を

使
っ
て
お
手
軽
に
浅
漬
け
を
作
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
「
エ
ー
コ
ー
プ　

冷

や
し
中
華
」
や
旬
の
果
物
も
販
売
し
ま
す
。

商
品
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
ご
案
内
は
、

メ
ー
ル
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
を
は
じ
め
一
般
の
皆
様
に

ご
支
持
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
イ
ト
内
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
部
生
活
課
の
取
組
み

「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
お
届
け
便
」人
気
商
品

生活課

の
注
文
が
あ
り
、

信州特産野沢菜が入った
信州味噌仕立ての味噌ラーメン。

保存料・合成着色料不使用ヨーグルト詰合せ
「ＪＡ佐久浅間　ハピネスセット」

諏訪農工連
人気の調味料
詰合せ

長野県北信州産のこしひかり
「ＪＡながの　幻の米」

長野県JAオリジナル商品（一例）

エノキタケ入り
大豆ミートを使用した
「ＪＡ中野市  冷凍メンチカツ」

らくＪＡんお届け便
公式サイト

会員登録はこちら

グルテンフリーの米粉麺
「ＪＡ大北　米粉麺」
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
6
月
29
日
と
30
日
の
2

日
間
、「
長
野
県
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
3
Ｊ
Ａ

合
同
会
議
」
を
㈱
大
田
花
き
で
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
県
内
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
主
力
産

地
で
あ
る
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
、

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
3
Ｊ
Ａ
は
合
同
で
、

生
産
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
全

農
長
野
は
こ
の
経
過
を
踏
ま
え
、
一
層
の
有

利
販
売
と
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て
、
輸

送
問
題
も
含
め
た
方
向
性
を
協
議
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
会
議
を
開
き
、
3
Ｊ
Ａ
の
担

当
者
と
生
産
者
代
表
、
全
農
長
野
と
㈱
大
田

花
き
の
担
当
者
な
ど
約
20
人
が
出
席
し
ま
し

た
。3

Ｊ
Ａ
は
、
合
同
で
栽
培
講
習
会
や
種
苗

会
社
と
の
情
報
交
換
の
開
催
や
合
同
販
売
に

よ
る
売
り
場
拡
大
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
、
国
産
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産

量
の
減
少
や
輸
入
品
へ
の
対
抗
、
い
わ
ゆ
る

「
2
0
2
4
年
問
題
」
と
い
っ
た
課
題
に
対

し
て
、
県
全
体
で
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
全
農
長
野
は
生
産
者
の
手
取

り
向
上
対
策
と
し
て
、
①
商
品
を
統
一
し
て

有
利
販
売
を
目
指
す　

②
コ
ス
ト
低
減
や
作

業
効
率
化
へ
資
材
の
規
格
統
一
を
目
指
す
、

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㈱
大
田
花
き
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

担
当
者
は
、「
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の
実
態
把
握
や
、

産
地
と
輸
送
業
者
、
市
場
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
方
法
の
検
討
が
必
要

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

㈱
大
田
花
き
の
取
り
扱
い
で
は
、
パ
レ
ッ

ト
輸
送
が
７
割
、
ば
ら
積
み
が
3
割
で
す
。

人
手
が
減
る
2
0
2
4
年
問
題
へ
の
対
応
に

は
、
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の
拡
大
を
含
め
た
検
討

も
必
要
だ
と
一
致
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
は
「
輸
送
や
コ
ス
ト
、
販
売
上

の
課
題
解
決
に
、
県
内
産
地
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
」
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
は
今
後
の
会
議
で
、
資
材
や
出

荷
規
格
な
ど
商
品
統
一
の
具
体
的
な
提
案
を

す
る
考
え
で
す
。

　

会
議
後
、
出
席
者
は
市
場
内
の
荷
受
場
所

を
視
察
し
、
入
荷
し
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
各
産
地
の
商
品
を
比
較
、
検
討
し
ま
し
た
。

30
日
の
セ
リ
前
に
は
生
産

者
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会
の

雨
宮
勇
副
部
会
長
が
「
生
産

者
は
天
候
不
順
に
も
負
け
ず
、

高
品
質
な
生
産
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
長
野
県
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、

3
Ｊ
Ａ
が
合
同
で
作
成
し
た

品
種
紹
介
ポ
ス
タ
ー
や
、
生

産
工
程
を
説
明
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
産
地
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

長
野
県
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
３
Ｊ
Ａ
合
同
会
議市場担当者と各産地の商品比較をする参加者

大田花きでの合同市場展示
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
6
月
29
日
㈭
、Ｊ
Ａ
長

野
中
央
会
・
各
連
合
会
通
常
総
会
と
同
日
と

な
る
会
員
会
議
を
長
野
市
Ｊ
Ａ
ビ
ル
ア
ク

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。会

員
会
議
で
は「
令
和
4
年
度
事
業
報
告
」を
行

い
、質
問
・
意
見
無
く
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、本
年
度
改
選
と
な
る
県
本
部

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
投
票
の
結
果
、全

員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
運
営
委
員
選
任
結
果

新
た
に
１
名
の
方
が
選
任
さ
れ
、
15
名
の

運
営
委
員
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
の
事
業
概
況

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
継
続
す
る
中
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
を
契
機
と
し
た
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
た
１
年
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
、
原
料
の
輸
入
依
存
度
が
高
い

肥
料
、
燃
料
、
飼
料
と
い
っ
た
生
産
資
材
が

高
騰
し
、
農
家
経
営
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
全
農
長
野
は
中
期
事
業

計
画
（
令
和
４
年
〜
６
年
度
）」
の
初
年
度

と
し
て
、
①
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く

り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大　

②
販

売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合

員
の
手
取
り
最
大
化　

③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の

収
支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

基
本
目
標
に
、
農
家
組
合
員
の
営
農
と
く
ら

し
へ
の
貢
献
と
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
確
立
に
努

め
ま
し
た
。

　

生
産
振
興
事
業
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
の
実
証

圃
を
設
置
に
よ
る
試
験
実
施
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
生
産
拡
大
に
向
け
た
枠
板
式
高
畝
栽
培
圃

の
設
置
、
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
普

及
な
ど
園
芸
産
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
付
加
価
値
の
高
い
情
報
提
供
を
目

的
に
農
業
生
産
管
理
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
開
発
を
す
す
め
、
一
部
シ
ス
テ
ム
で
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
産
販
売
事
業
で
は
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
想
定
し
た
販
売
力
強
化

に
努
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
各
種
媒
体
を
活
用
し
た

消
費
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
総

合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
推
進
と
、

新
規
商
品
開
発
や
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品

提
案
・
企
画
提
案
に
よ
る
販
売
拡
大
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
生
産
購
買
事
業
で
は
、
生
産

資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
に
対
し
、
早
期
引

取
り
や
原
料
切
替
え
に
よ
る
価
格
抑
制
に
努

め
る
と
と
も
に
、
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
推

進
な
ど
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
ま

し
た
。畜
産
酪
農
事
業
は
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
た
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
牛
肉
豚
、

信
州
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
販
促
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
「
松
本
食
肉
施

設
整
備
支
援
検
討
会
」
で
今
後
の
食
肉
処
理

施
設
の
あ
り
方
を
提
案
・
協
議
し
ま
し
た
。

生
活
購
買
事
業
は
、
農
業
生
産
用
燃
料
に
対

す
る
支
援
対
策
を
実
施
し
た
ほ
か
、〝
Ｊ
Ａ

う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
〞
を
開
設
し
顧
客
の
利

便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
開
設
２
年
目

を
迎
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
ら
く
Ｊ
Ａ

ん
お
届
け
便
」
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
、
取

扱
商
品
の
拡
充
や
県
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
に
よ
る
加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、急
激
な
生
産
資
材
価
格
上
昇
の
緩

和
措
置
と
し
て
県
本
部
独
自
の
資
材
高
騰
支

援
対
策
2
億
円
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
特
別
奨
励

2
億
円
の
ほ
か
、Ｊ
Ａ
事
業
基
盤
強
化
対
策

へ
の
奨
励
等
、総
額
11
億
6
，0
0
0
万
円
を

県
内
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
還
元
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、令
和
４
年
度
供
給
販
売
高

に
つ
い
て
は
、果
実
の
良
好
な
生
産
に
よ
る

数
量
の
伸
長
、肥
料
・
燃
料
価
格
の
上
昇
に
よ

る
供
給
高
の
増
加
は
あ
っ
た
も
の
の
、野
菜
、

き
の
こ
の
販
売
苦
戦
に
よ
る
単
価
安
等
、国

際
情
勢
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
反
映

し
、
2
，5
7
6
億
円（
計
画
比
96
%
）、税
引

前
当
期
利
益
に
つ
い
て
は
、継
続
的
な
事
業

管
理
費
の
削
減（
計
画
比
93
％
）と
事
業
運
営

の
効
率
化
に
努
め
、
税
引
前
当
期
利
益
は

2
億
9
，
0
0
0
万
円（
計
画
比
1
4
5
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

■
持
続
可
能
な
農
業
お
よ
び
食
料
安
全
保
障

の
確
立
に
向
け
た
緊
急
決
議

　

長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
・
与
党

が
進
め
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
見
直
し
に
お
い
て
、
そ
れ
に
伴
う
基
本
計

画
策
定
や
持
続
可
能
な
農
業
お
よ
び
食
料
安

全
保
障
の
確
立
に
向
け
、
生
産
現
場
に
立
脚

し
た
施
策
・
予
算
の
確
保
を
行
政
に
対
し
て

求
め
る
と
と
も
に
、
農
業
理
解
の
醸
成
に
資

す
る
情
報
発
信
や
農
業
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
自
ら
掲
げ

た
事
業
計
画
必
達
に
向
け
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
緊
急
決
議
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
会
議
を
開
催

長野県本部運営委員会　委員名簿（敬称略）
職務 氏名 所属ＪＡ・役職 備考
会長 神農　佳人 ＪＡグリーン長野 会長
副会長 千國　茂 ＪＡあづみ　 代表理事組合長
委員 津金　一成 ＪＡ長野八ヶ岳 代表理事組合長
委員 浅沼　博 ＪＡ佐久浅間 代表理事組合長
委員 眞島　実 ＪＡ信州うえだ 代表理事組合長
委員 小平　淳 ＪＡ信州諏訪 代表理事組合長（新任）
委員 西村　篝 ＪＡ上伊那 代表理事組合長
委員 寺沢　寿男 ＪＡみなみ信州 代表理事組合長
委員 田屋　万芳 ＪＡ木曽 代表理事組合長
委員 田中　均 ＪＡ松本ハイランド 代表理事組合長
委員 北沢　泉 ＪＡ洗馬 代表理事組合長
委員 武井　宏文 ＪＡ大北 代表理事組合長
委員 栗林　和洋 ＪＡグリーン長野 代表理事組合長
委員 望月　隆 ＪＡ中野市 代表理事組合長
委員 宮澤　清志 ＪＡながの 代表理事組合長
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課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
営
業
課
は
６
月
26
日
㈪
、

Ｊ
Ａ
な
が
の
の
協
力
の
も
と
、
新
幹
線
で

生
食
用
ア
ン
ズ「
ハ
ー
コ
ッ
ト
」を
輸
送
し
、

首
都
圏
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
11
時
28
分
発
あ
さ
ま

６
１
４
号
に
乗
せ
た
ア
ン
ズ
は
、
Ｊ
Ｒ
東

京
駅
到
着
後
、
都
内
に
あ
る
澤
光
青
果
の

３
店
舗
で
販
売
し
、
試
食
も
提
供
し
ま
し

た
。
商
品
が
到
着
す
る
と
来
店
客
が
絶
え

ず
、
幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
が
手
に
取

り
、
北
千
住
店
で
は
用
意
し
た
分
が
完
売

し
ま
し
た
。

　

お
客
様
は
「
皮
が
気
に
な
ら
ず
甘
く
て

お
い
し
い
」「
初
め
て
生
で
食
べ
た
」「
新

鮮
。
今
日
着
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

新
幹
線
で
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
完

熟
と
鮮
度
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、

付
加
価
値
を
付
け
た
販
売
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
６
月
29
日
に
は
２
回
目
と
は
る

「
ハ
ー
コ
ッ
ト
」、
７
月
３
日
と
６
日
に
は

ア
ン
ズ
「
信
州
大
実
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

営
業
課
で
は
今
後
も
よ
り
多
く
の
消
費

者
に
長
野
県
産
果
実
を
届
け
る
機
会
を

作
っ
て
参
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
で
輸
送

Ｊ
Ａ
な
が
の
産
地
直
送
ア
ン
ズ

「
ハ
ー
コ
ッ
ト
」販
売

新幹線に乗せられるハーコット多くのお客様でにぎわう販売店舗

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
営
業
課
か
ら
長
期
契
約

で
ハ
ク
サ
イ
を
供
給
し
て
い
る
㈱
美
山
は
、

キ
ム
チ
の
増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実

施
中
で
す
。

　

対
象
商
品
は
「
い
ち
お
し
キ
ム
チ
」「
い

ち
お
し
キ
ム
チ
辛
口
」「
い
ち
お
し
キ
ム

チ
大
容
量
」「
い
ち
お
し
キ
ム
チ
焼
き
肉

屋
の
味
」
の
4
種
類
で
、
7
月
上
旬
か
ら

8
月
上
旬
の
1
か
月
限
定
で
、
い
ず
れ
も

20
g
増
量
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
増
量
企
画
終
了
後
の
8
月
上
旬

か
ら
9
月
上
旬
に
は
、
長
野
県
産
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
き

の
こ
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ

ト
」
が
当
た
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
い
ち

お
し
キ
ム
チ
」
を
と
お

し
て
長
野
県
産
ハ
ク
サ

イ
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　

全
農
長
野
営
業
課
は
、
今
後
も
取
引
先

と
連
携
し
、
県
産
青
果
物
の
販
売
促
進
企

画
を
提
案
・
実
施
し
、
消
費
拡
大
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

県
産
ハ
ク
サ
イ
使
用

「
い
ち
お
し
キ
ム
チ
シ
リ
ー
ズ
」

増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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営
業
課

営
業
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
き
の
こ
課
は
、6
月
25
日
㈰
に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
美
ヶ
原
」
で
1
，
4
0
0
杯
の
き
の
こ
汁
を
振
る
舞
い
、
県
産
き
の
こ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

選
手
は
、
標
高
6
4
0
ｍ
の
松
本
市
野
球
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
1
，
9
1
0
ｍ
の
美
ヶ

原
高
原
天
狗
の
露
路
ま
で
の
2
1
・
6
㎞
を
、
約
1
時
間
か
ら
3
時
間
で
駆
け
上
が
り
ま

す
。
松
本
市
野
球
場
へ
戻
っ
た
選
手
に
振
る
舞
っ
た
き
の
こ
汁
は
、
往
復
4
3
・
2
㎞
で

汗
を
か
い
た
選
手
用
に
、
通
常
よ
り
味
を
濃
い
め
に
調
味
し
ま
し
た
。
え
の
き
た
け
、
ぶ

な
し
め
じ
、
な
め
こ
、
エ
リ
ン
ギ
の
4
種
類
と
ハ
ク
サ
イ
、
油
揚
げ
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
、

大
鍋
で
７
個
分
用
意
。選
手
は
減
量
し
て
大
会
に
臨
む
た
め
、「
具
だ
く
さ
ん
で
お
い
し
い
」

「
体
に
沁
み
る
」「
大
盛
り
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
言
い
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

約
8
割
の
選
手
が
県
外
か
ら
の
選
手
で
、

農
産
物
ガ
イ
ド
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち

帰
る
選
手
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
販
売
流
通
企
画
課
は
㈱
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
の
協
力
を
得
て
、
ド
ト
ー

ル
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
長
野
県
内
５
店
舗
で
、
発
券
レ
シ
ー
ト
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
力
商
品
「
ミ
ラ
ノ
サ
ン
ド　

牛
カ
ル
ビ
」
に
期
間
限
定
で
信
州
味
噌
®ジ
ン
ジ
ャ
ー

ソ
ー
ス
が
発
売
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
さ
せ
、
同
社
が
手
掛
け
る
地
域
応
援
企
画
と
し
て
、

同
商
品
を
ご
購
入
さ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
て
発
券
中
で
す
。
７
月
６
日
〜
31
日
ま
で
は
、

レ
シ
ー
ト
に
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン　

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」
へ
の
誘
導
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
信
州
の
味
噌
文
化
を
ご
自
宅
で
も
手
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
全

農
長
野
開
発
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品

「
信
州
野
菜
と
豚
肉
の
具
沢
山
味
噌

汁
」「
信
州
き
の
こ
の
味
噌
汁
」
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
〜
31
日
は
信

州
果
実
の
魅
力
発
信
に
掲
載
内
容
を

切
り
替
え
て
継
続
し
ま
す
。

　

販
売
流
通
企
画
課
で
は
、
農
産
物
品

目
総
合
宣
伝
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
「
信
州
三

ツ
山
マ
ー

ク
」
に
よ
る

長
野
県
産
農

産
物
の
認
知

度
向
上
に
努

め
ま
す
。

自
転
車
レ
ー
ス
で

き
の
こ
汁
振
る
舞
い

ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で

長
野
県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

上／対象商品の「ミラノサンド　牛カルビ」信州味噌®ジンジャーソース
下／QRコードがついたレシートとフリーズドライの味噌汁
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販
売
流
通
企
画
課

野
菜
き
の
こ
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
子
会
社
８
社
の
定
時
株
主

総
会
並
び
に
長
野
県
農
村
工
業
研
究
所
の
通

常
総
会
が
、
令
和
５
年
６
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
常
勤
取
締
役
並
び
に
理
事
、

常
勤
監
査
役
は
次
の
通
り
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
畜
産
協
議
会
、
Ｊ
Ａ

み
な
み
信
州
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
７
月
６

日
㈭
、
飯
田
市
の
三
尋
石
集
畜
場
で
「
第

74
回
下
伊
那
子
山
羊
市
場
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

共
進
会
で
は
飯
田
下
伊
那
地
域
の
生
産

者
が
、
こ
の
春
に
産
ま
れ
た
日
本
ザ
ー
ネ

ン
種
の
子
山
羊
17
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

畜
産
技
術
協
会
や
県
飯
田
家
畜
保
健
衛
生

所
の
職
員
が
審
査
員
と
な
り
、
体
格
や
乳

房
、
生
殖
器
の
形
質
な
ど
を
審
査
し
、
長

野
県
知
事
賞
に
豊
丘
村
の
久
保
田
勝
さ
ん

の
雌
子
山
羊
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
セ
リ
に
は
、
県

内
外
か
ら
21
名
の
購
買
者
が
参
加
し
、
１

頭
ず
つ
競
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
雌
17
頭

の
平
均
価
格
は
6
6
，
6
4
7
円
で
最
高

価
格
は
1
6
2
，
0
0
0
円
、
雄
６
頭
の

平
均
価
格
は
5
8
，
8
3
3
円
で
最
高
価

格
は
8
0
，
0
0
0
円
で
し
た
。
全
体
の

平
均
価
格
は
6
4
，
6
0
9
円
で
昨
年
よ

り
4
，
4
2
7
円
高
く
、
出
品
頭
数
が
少

な
い
な
が
ら
も
活
気
あ
る
セ
リ
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
で
74
回
を
迎
え

た
伝
統
あ
る
「
下
伊

那
子
山
羊
市
場
」
は
、

登
録
証
付
子
山
羊
の

み
を
扱
う
全
国
で
唯

一
の
競
り
市
で
、
子

山
羊
が
離
乳
す
る
７

月
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

下
伊
那
子
山
羊
市
場

年
に
一
度
の
共
進
会
と
セ
リ

子
会
社
等
が
定
時
株
主
総
会
、

通
常
総
会
を
開
催

第74回下伊那子山羊共進会　入賞者名簿（敬称略）
特別優秀賞 優秀賞 優良賞

雌の部
久保田　勝
（豊丘村）

※長野県知事賞
久保田　勝
（豊丘村）

川上　健吾
（下条村）

雄の部 玉川　翔
（阿南町）

一　英明
（飯田市） ―

全農長野県本部長賞を授与する
小林畜産酪農課長

セリの様子

会社・法人名 役職 氏名

株式会社全農長野計算センター
代表取締役社長 佐藤　利久
使用人兼務取締役　ＤＸ推進室長 小林　健彦

株式会社ＪＡアグリエール長野
代表取締役社長 小林　寛久
専務取締役（管理・肥料事業担当） 松田　正隆
常務取締役（物流事業担当） 金井　久雄

株式会社マイパール長野
代表取締役社長 小川　郁男
使用人兼務取締役　営業部長 岡村　　修

長野県農協直販株式会社

代表取締役社長 内田　信一
専務取締役（コンプライアンス・品質保証室、企画管
理部統括） 平林　　務

専務取締役（食品部、鶏卵部、宅配部統括） 藤澤喜久雄
常務取締役（食肉部統括） 風間　勇一
使用人兼務取締役　企画管理部長 富岡　　靖
使用人兼務取締役　食肉部長 松本　岩根
使用人兼務取締役　鶏卵部長、宅配部長 髙山　仁孝
監査役 北村　　実

株式会社長野エーコープサプライ

代表取締役社長 湯本　　豊
専務取締役 工藤　政文
常務取締役（セレモニー担当） 丸山　泰史
取締役（管理・物流担当） 太田　義夫

株式会社ジェイエイオート長野
代表取締役社長 山﨑　邦雄
専務取締役 池田　伸一
常務取締役（企画開発室担当） 東方　一政

株式会社長野県食肉公社 代表取締役社長 依田　秀樹

信州ミルクランド株式会社

代表取締役社長 丸川　通裕
専務取締役 瀧本　勝成
常務取締役 佐藤圭一郎
使用人兼務取締役　工場長 町島　茂利
使用人兼務取締役　品質保証部長 塩原　勇二

一般社団法人長野県農村工業研究所 常務理事 片桐　雅樹
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改
革
推
進・企
画
課

畜
産
酪
農
課



新採用職員紹介
令和5年度の新採用職員を順次ご紹介します

滝
たき

澤
ざわ

弘
こう

太
た

朗
ろう

　はじめまして、東信事業所で生活事業を担当している滝澤
と申します。
　出身は長野市ですが、学生時代に長野県内で引っ越しを
何回か経験しており、県内の様 な々土地に愛着があります。
　趣味はラジオを聴くことです。朝、電車に揺られながら通
勤のお供になっております。
　入会してはや三カ月、慣れない仕事ばかりで、未熟な部分
も多くありますがその分成長し、いち早く力になれるよう努力し
ていきます。よろしくお願いいたします。

生活課 笑顔でフレッシュに頑張ります！！

橋
はし

都
ずめ

未
み

来
く

　はじめまして、南信事業所 生産販売課の橋都未来と申しま
す。出身は飯田市です。大学は県外だったため、その時に改
めて感じた「長野県産の農畜産物の魅力」をより多くの人々
に伝え、地元に貢献したいと思い、入会いたしました。
　趣味は、読書や小説の舞台になった場所や作家ゆかりの
地を巡ることです。
　現在は花の担当をしており、まだまだ分からない事だらけ
で日々勉強の毎日ですが、「長野県産の農畜産物の魅力を
伝えたい」という初心を忘れずに頑張っていきたいです。

南信事業所

東信事業所

生産販売課 アルストロメリアの定植作業をしています！

山
やま

浦
うら

遥
はる

夏
か

　はじめまして、東信事業所営農資材課の山浦遥夏と申します。
　出身は東御市のため、東信地区のことはある程度知ってい
るつもりでしたが、日々の業務を行うなかで新たな発見がたく
さんあります。
　週末は、最近始めたゴルフの練習に行ったり友人とドライ
ブしたりしています。
　農業に関わることは初めてで分からないことも多く、先輩
方に助けていただいてばかりですが、失敗を恐れずに成長し
ていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

営農資材課 トマトの圃場に行きました！

東信事業所
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いろいろ野菜と
きのこのジョン

　

４
月
の
凍
霜
害
に
始
ま
り
、7
月
10
日
に

は
大
規
模
な
降
雹
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
大
雨
災
害
も
発
生
し
て
お
り
、

例
年
に
比
べ
気
象
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状

況
で
す
。被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
「
Ｚ
世
代
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
後
半
か
ら
2
0
1
2
年
頃
に

生
ま
れ
た
世
代
で
、デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、

S
N
S
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、さ
ら
に
ス
マ
ホ
ネ
イ

テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、自
己
発
信
力

に
優
れ
て
い
ま
す
。ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
充
実
を
優
先
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ

う
い
っ
た
意
味
で
、「
Ｚ
世
代
」と
は
、従
来
の

若
者
を
風
刺
し
、過
去
の
価
値
観
と
比
較
し

た「
〇
〇
世
代（
筆
者
は
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
世
代
）」

と
は
異
な
り
、「
今
」の
価
値
観
そ
の
ま
ま
を

も
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
世
代
で
す
。

　

我
々
前
世
代
か
ら
見
れ
ば「
リ
ア
ル
協
調

性
が
希
薄
」
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、そ
れ
は
過
去
の
価
値
観
と
の
比
較
で

す
。我
々
は「
過
去
の
常
識
」に
捉
わ
れ
な
い・

必
要
と
し
な
い「
Ｚ
世
代
」の
価
値
観
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
「
今
」
の
価
値
観
や
社
会
に

適
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ「
Ｚ
世
代
」の
価
値
観
が
、絶
対
的
に

正
し
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
リ
ア
ル
協
調
性
」
に
は
、人
と
し
て
「
心
」

「
気
持
ち
」
が
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
「
Ｚ

世
代
」
の
次
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル（
持
続
可
能
）な
価
値
観
を
も
つ「
α
世
代

（
今
の
小
学
生
世
代
）」が
控
え
て
い
る
の
で

す
か
ら
。

（
I
）

令和5年度6月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 62 83 95 

生 産 振 興 部 計 62 83 75 

米 穀 3,360 100 111 

果 実 花 き 1,888 110 94 

野 菜 き の こ 12,865 95 99 

営 業 2,072 97 104 

生 産 販 売 部 計 20,184 97 101 

包 装 資 材 1,738 114 122 

生 産 資 材 3,017 99 83 

農 業 機 械 1,692 97 92 

施 設 住 宅 4,301 464 219 

生 産 購 買 部 計 10,748 148 121 

畜 産 酪 農 7,606 99 100 

三 岳 牧 場 79 124 111 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 67 87 88 

八 ヶ 岳 牧 場 63 96 113 

畜 産 酪 農 部 計 7,815 99 100 

燃料・ホームエネルギー 6,011 101 96 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,864 112 98 

生 活 2,250 107 100 

生 活 部 計 10,125 104 97 

長 野 県 本 部 計 48,935 107 104
（内部販売高含む）

編
集
後
記

8月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

8/23（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

野菜きのこ課

■材料（2人分）
・ズッキーニ 50g
・白菜  1枚
・ブロッコリー 50g
・エリンギ 50g
・塩  少々
・小麦粉  大さじ4

・卵   2個
・ごま油  大さじ２
・醤油  大さじ１
・酢・レモン汁・砂糖 各小さじ１
・おろしにんにく  小さじ1/2
・ケチャップ  大さじ２

① ズッキーニは7mm幅の輪切り、白菜は6～7センチ角に、
エリンギは5mm幅に切る。ブロッコリーは小房に分け、ラッ
プをして600Wのレンジで1分加熱する。野菜に軽く塩を
ふっておく。
② 卵をよく溶き、小麦粉をまぶした野菜をくぐらせ、ごま油を
入れたフライパンで両面を弱火で焼く。
③ お好みでＡを混ぜ合わせたタレや、ケチャップをつけていた
だきます。

A

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました
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大相撲松本場所大相撲松本場所
とき

2023年10月6日（金）
ところ 松本市総合体育館

開場9時～
打ち出し15時（予定）

松本市美須々5-1

予算 予算総額2億円以内（本会の利用高に応じたJA別
予算額を上限に設定します）

対象
ＪＡ

令和５年４月から令和６年２月末までに組合員（生産部会を含
む）に対し生産コスト上昇抑制対策（資材、肥料、農薬、
飼料等の価格高騰対策）を講じるJA

生産コスト上昇による農業経営への影響を緩和するため、組合
員（生産部会を含む）に対してＪＡが実施する生産・出荷に直
接影響する資材、肥料、農薬、飼料等に対する価格高騰対策の
１／２を支出します

対策
内容

生産資材等の価格高騰に伴う生産コストの増加が農家経営並びに
農業基盤の維持に影響を及ぼしています。全農長野は、昨年度に引き続き
ＪＡ・会員が組合員に実施する生産コスト上昇抑制対策に対し
支援策を講じます。

JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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生産資材等価格高騰に係る
全農長野独自支援対策の
実施について

～農業生産資材価格高騰に直面するＪＡ・農家・組合員の皆様を支援します～

®

がんばろう！


